
 宇品・似島地域包括支援センター 便り 
早春号 

 

 

認知症サポーター養成講座をごぞんじですか？ 

趣味の集まりや友人同士のグループでも開催できます。 

地域包括支援センターは、地域の福祉や介護の相談窓口です。 

広島市から委託を受け、宇品・似島地区の担当をしています。 

「介護保険のことを聞いてみたい」「ご近所のお年寄りの様子が心配」 

など、介護予防の支援をはじめ、介護・保健・福祉などの相談に応じます。 

住み慣れた地域で安心して暮らせるように支援します。 

広島市宇品・似島地域包括支援センター 

開所時間：８：３０～１７：１５ 月曜日～土曜日 

 地域の人たちが認知症という病気について正しく理解し、認知症の人と 

家族が安心して地域で生活が出来るよう、日常生活の中でサポートできる 

ことはたくさんあります。 

そのために、認知症サポーター養成講座を開催してみませんか？ 

認知症サポーター養成講座とは認知症アドバイザーを講師に迎え、症状や 

関わり方を学ぶ講座です。 

※ 会場費は開催者様のご負担となります。詳細はお問い合わせ下さい。 

認知症サポーター養成講座を開催するには 

開催する日からおおむね２ヶ月前までに 5名から申し込みが出来ます。 

 

講師料については原則かかりません。 

認知症疾患者数は 65歳以上の約 7人に１人、認知症の前段階とされる 

  

 

軽度認知障害と推計される約４００万人を合わせると６５歳以上の 

誰でもなりえる病気なのです。 

約４人に１人が認知症あるいはその予備群ということになります。 


